
祇園祭（京都市）

祇園祭は、例年7月1日～31日まで行われ、

京都三大祭に数えられる京都の夏の風物詩です。
また、ユネスコ無形文化遺産にも登録されており、
「動く美術館」とも呼ばれています。

  祇園祭の歴史は平安時代にまで遡り、859～
877年の頃、当時の都・平安京には疫病が流行
したことから、疫病退散を祈願するために行われた
「御霊会（ごりょうえ）」が起源といわれています。

歴史と伝統のある京都の夏の風物詩・祇園祭
に出かけてみてはいかがでしょうか。

  

◆◆ 主な内容 ◆◆

インフォメーション

●農林水産関係４白書の全国説明会参加者募集中
農林水産関係4白書の全国説明会の開催
●未来につながる持続可能な農業推進コンクール
応募者募集中      

●ディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード募集中

【農政局からのお知らせ】

●今月のお勧め BUZZMAFF となりの近畿

●米の生産者の皆様に向けた今後の米の生産意向に
     関するアンケート調査実施中
 

 

新鮮mini情報のバックナンバーは、「近畿農政局 ミニ情報」で検索できます。

←農林水産省公式Facebook、X（旧Twitter）及びYouTubeは、近畿農政局ｳｪﾌﾞｻｲﾄからもｱｸｾｽできます。
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令和6年度の農林水産関係4白書(食料・農業・農村白書、食育白書、森林・林業白書、水産白書)を公表いた
しました。農林水産・食品の生産・加工・流通・販売に関わる事業者や消費者など幅広い関係者の皆様に農林水産
業のトレンド、課題や取組をご紹介するとともに、今後の白書について、皆様のご意見をお伺いするため、説明会をオン
ライン形式で開催いたします。

インフォメーション

オンライン形式(Microsoft Teamsを使用)

有機農業・環境保全型農業の優れた取組を募集中

【詳しくは、農林水産省ウェブサイトをご覧ください】https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/kankyo/250606.html

【詳しくは、農林水産省ウェブサイトをご覧ください】
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/kankyo/250606.html

【詳しくは、農林水産省ウェブサイトをご覧ください】https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo04/250610.html

【詳しくは、農林水産省ウェブサイトをご覧ください】
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo04/250610.html

開催日程

開催方法

農林水産関係4白書の全国説明会・参加者募集中

議 題

いずれの説明会も、白書ごとに説明と質疑応
答を右記の予定で行います。

ご関心のある白書のみ説明に参加いただくこと
も可能です。

(1)申込方法
説明会ごとの申込みフォームのリンクからお申込みください。(電話でのお申込みはお受けしておりません。)
複数名お申込みの場合も、お一人ずつ申込みフォームをご記入ください。

(2)定員
各回先着1,000名 （定員となり次第、受付を終了します。）

参加申込方法

内 容 時 間

(1) 食料・農業・農村白書 13時10分から14時15分まで

(2) 食育白書 14時20分から15時05分まで

(3) 森林・林業白書 15時10分から16時10分まで

(4) 水産白書 16時15分から17時00分まで

令和7年度未来につながる持続可能な農業推進コンクール
農林水産省では、持続可能な農業の確立を目指し、意欲的に経営や技術の改善、普及等に取り組んでいる農

業者、農業団体、流通・加工業者、教育機関等を表彰する「令和7年度未来につながる持続可能な農業推進コ
ンクール」を実施します。

自薦他薦を問わず、有機農業・環境保全型農業に取り組んでいる皆様からのご応募をお待ちしています。

 農林水産大臣賞
有機農業・環境保全型農業部門1点以内

農産局長賞、畜産局長賞
有機農業・環境保全型農業部門3点以内

  有機農業を始めとする環境保全型農業の取組を通じて、地域づくりや有機農産物の生産・消費の拡大、環境負荷
低減や生物多様性など環境の保全等に顕著な成果を上げている農業者、農業団体、流通・加工業者、教育機関等
（地方公共団体及び地方公共団体が中心となり構成する協議会等の団体は表彰の対象外）

 (1)生産 (2)加工・流通・消費 (3)人材育成
※分野ごとに審査項目・審査基準が異なります。

【都道府県に提出する場合】
令和7年6月6日（金曜日）から9月5日（金曜日）まで
【農林水産省農産局農業環境対策課に提出する場合】
令和7年6月6日（金曜日）から9月19日（金曜日）まで

表彰点数

表彰対象者

応募分野 応募期間

開催日時 申込期限

令和7年7月3日(木曜日) 13時10分から17時00分まで 令和7年6月30日(月曜日)

令和7年7月9日(水曜日) 13時10分から17時00分まで 令和7年7月4日(金曜日)

※いずれの日程も同一の説明内容となります。
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インフォメーション

【お問合せ先】
近畿農政局農村振興部農村計画課
担当者：金子、谷口
TEL：075-414-9051

～ディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード募集中！
令和７

年度

1．趣旨
農林水産省は、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現を推進しています。
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、農山漁村の地域資源を引き出すことにより地域の活性化や所得向上に

取り組んでいる優良な事例を選定・発信し、他地域への波及を図る取組です。
本年も、他の地域の参考となるような素晴らしい取組事例を募集します。

選定された地区には、選定証の授与を行うとともに、「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」特設Webサイトでの活動
の紹介などにより全国的に情報発信します。

【特設Webサイト】

2．募集内容及び資格（団体部門・個人部門）
（1）募集取組

地域において、新たな需要の発掘・創造や潜在して
    いる地域資源の活用により、農林水産業・地域の活力
    創造につながる次の（ア）から（ウ）のいずれかに該
    当する取組について幅広く募集します。

団体を対象とした「団体部門」、個人を対象とした「個
   人部門」の2部門を各々募集します。

ア 美しく伝統ある農山漁村を次の世代へ継承する取組
イ 幅広い分野・地域との連携により農林水産業・農山
漁村を再生する取組

ウ 国内外の新たな需要に即した農林水産業を実現
する取組

（2）応募資格
ア (1)に該当する取組を行っている団体及び個人とし、

        自薦、他薦は問いません。
イ 「団体部門」と「個人部門」の重複応募は可能です。
ウ 過去に選定された団体及び個人は再応募できませ

        ん。ただし、過去に選定された団体の構成員が「個
        人部門」で応募することは可能です。また、過去に
        地方版「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」に選定
        された団体及び個人は再応募可能です。

（3）募集期間
令和７年6月２日（月曜日）から
令和７年8月12日（火曜日）まで

地域の活性化や所得向上につながる農山漁村の
取組事例を表彰します！

（近畿農政局ウェブサイト）令和６年度 選定証授与式、交流会

https://www.maff.go.jp/kinki/press/k
eikaku/nousonshinkou/250602.html

https://www.discover
muranotakara.com/



インフォメーション

農林水産省近畿農政局
企 画 調 整 室

滋 賀 県 拠 点

京 都 府 拠 点

大 阪 府 拠 点

兵 庫 県 拠 点

奈 良 県 拠 点

和歌山県拠点

TEL(075)451-9161

TEL(077)522-4261   

TEL(075)414-9015   

TEL(06)6943-9691   

TEL(078)331-9941   

TEL(0742)32-1870   

TEL(073)436-3831

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒520-0044 大津市京町３-１-１ 大津びわ湖合同庁舎６F

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒540-0008 大阪市中央区大手前１-５-４４ 大阪合同庁舎1号館６F  

〒650-0024 神戸市中央区海岸通２９ 神戸地方合同庁舎４F

〒630-8113 奈良市法蓮町３８７ 奈良第３地方合同庁舎３F

〒640-8143 和歌山市二番丁３ 和歌山地方合同庁舎５F

近畿農政局 ｳｪﾌﾞｻｲﾄ →

近畿農政局
メールマガジン

→

◆今月のお勧め BUZZMAFFとなりの近畿

【花き市場最大級】京の花絵巻・枝物サミットに潜入！
花いっぱいに酔いしれる～！

YouTubeで公開中
【近畿農政局ウェブサイト】
https://www.maff.go.jp/kinki/pho
to/kekka/video/b10.html

米の生産者の皆様に向けた今後の米の
生産意向に関するアンケート調査 実施中

農林水産省では、今後の米政策を検討するにあたり、米
の販売農家・農業法人その他経営体の皆様へ今後（来年、
5年後、10年後）の米の生産意向に関するアンケート調査
を実施しています。

1.調査の目的

令和9年度（2027年度）から実施する水田政策の見  
直しを含め、今後の米政策を検討するに当たっては、米生産
者の皆様の声を聴くことが不可欠です。

このため、全ての米の生産者の皆様（米の販売農家・農
業法人その他経営体）を対象に、今後（来年、5年後、
10年後）米の生産意向に関する調査を実施することとしま
す。

２.調査の概要

（主な調査項目）
・現在の経営状況（年齢、水稲作付面積、うち主食用
米作付面積等）

  ・今後（来年、5年後、10年後）の米の生産意向（拡
   大、現状維持、縮小等）
  ・拡大・生産継続するに当たっての課題
  ・自らの生産コストの把握状況など

（調査手法）
   インターネット上のフォームを用いたアンケート

（調査期間）
   令和7年6月19日（木曜日）から

令和7年7月31日（木曜日）まで

（アンケートURL） 
    https://forms.office.com/r/8mhBjG9n0i

（QRコード）

【農林水産省ウェブサイト】
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo0
1/250619.html
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